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1　 緒 言

余ハ本研究第1報ニ 於テ余 ノ實驗結果ニ立脚 シテ,「 ヴイタミ ン」B缺乏家兎ノ腸窒扶菌免疫

凝集素産生ノ減弱ハ「インスリン」ノ反覆注射ニヨリ一程度マデ上昇 シ,而 モ健康家兎ニ於 テハ

反 ツテ之ガ減弱ヲ招來 スル事ヲ述ベダリ.余 ハ前記ノ研究ニ關聯 シテ「ヴイタミン」B缺 乏家兎

ニ對 シ甲状腺粉来試食ガ如何ナル影響ヲ モタラスモノナルカヲ追究 セリ.

夫 レ「ヴイタミ ン」ト内分泌素ニ關 シテハ第1報 胃頭 ニ於 イテ詳述 シタル所 ナルガ「ヴ イタ シ

ン」B缺 乏症ニ於テ諸種内分泌臟器ガ一定 ノ變化 ヲナス ト及 ビ之ガ生物ノ新陳代謝殊ニ含水

炭素及ビ脂肪新陳代謝ニ重大ナル意義 ヲ有 スルモノナル事ハ幾多先人ノ業績ニ ヨリテ明ナリ.

就中「ヴイタミ ン」B缺 乏症ニ於テ甲状腺 ハ明カニ萎縮 ノ像ヲ呈 スル コト竝ニ之ニ對 スル甲

状腺試食ノ影響 モ文獻ニ散見スル所ナ リ.然 レドモ甲状腺試食ハ「ヴイタミン」B缺 乏症ニ對

シテ好影響 ヲ及ボシ治癒的ニ作用 スト云ヒ,或 ハ又增惡 的ニ作用 スト稱 シ未ダ議論ノ一致 スル

所 ヲ知 ラザルナ リ.

偖テ甲状腺機能ハ單ニ生物 ノ新陳代謝ノミナラズ,又 免疫現象テフ生物學的反應ニ重大ナル

關係ヲ有 スルモノナルベシ トハ既ニ諸家ノ注目 セル所ナリ.即 チ1908年Marbeハ 甲状腺投與

ノ山羊血淸ハ對照動物ノ夫 レニ比 シテヨリ喰菌作用旺盛ナ リト云 ヒ, 1910年Furgoniハ 結核
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ニ感染 セル家 兎及 ビ海〓 ニ甲状腺劑投興 ヲ行フ トキハ,白 血球 ノ喰燼作用 ハ遙ニ 對照 ニ比 シテ

増強 セ シメラル ト云 ヘ リ.同 年Frouinハ 犬ニ 於 テ甲状腺 ヲ剔 出 スル時 ハ破傷風抗毒素 ノ産生

ハ增 大 ス ト云 ヒ, 1911年Fjeldstandハ 甲状腺機能 ハ窒扶 斯菌ニ 對 シテ何等 ノ關係 ヲ有 セズ ト

ナ セ リ.コ ノ他Launoy u. Levy-Bruhl (1913), Koapman (1919); Graribardi (1920)等 モ甲

状 腺ト 免疫 現象 トノ關係 ヲ追究 セ リ.

近 クハ1924年Asctherハ 甲 状腺剔出家兎 ノ喰 菌作用 ハ明 カニ阻 害 セラル ト云 ヒ,又 甲状腺剔

出 ニヨ リ阻害セラ レタル白血球 ノ炭 末ニ對 スル喰燼作用 ハ甲状腺劑 投與ニヨ リ囘復 シタルモ,

正常家 兎ノ白血 球喰 菌作用 ハ反 ツテ減弱 セ シメラル ト云 ヘ リ.

我 國ニ 於 テモ 大 正9年 木村 ハ甲状腺 ト溶血價 トノ關係 ヲ追究 シテ兩者 ノ間 ニ著明 ナル關係 ヲ

見 出ス コ ト能 ハザ リキ.

大正10年 三浦ハ甲状腺 ハ喰菌作用 ヲ增強セシムルシモノニシテ,コ ハ「ヨードチリン」ノ作用

ナ リト云ヘ リ.大正11年 澤野ハ家兎ヲ用 ヒ甲状腺 ト溶血素 トノ關係ヲ探究 シ,甲状腺剔出ハ溶

血價ノ低下ヲ來 スモノナルガ,甲 状腺試食ニヨリ之ヲ防止スルコ トヲ得ル ト云ヘ リ.大 正12年

木場ハ甲状腺物質試食家兎ハ「コレラワクチン」ノ注射ニ際 シテ其ノ免疫 血淸ノ溶菌價ハ健康家

兎ノ場合 ニ比 シテ高度ニ發現 スルモ,甲 状腺剔出家兎 ニ於テハ健康家兎ノ場合 き大差ナシ ト稱

セリ.同 年操ハ同ジク家兎ニ於テ甲 状腺ト沈降素トノ間ニ何等 特殊ノ關係ヲ認メ ザリキ.大 正

14年 行德 ハ適量 ノ「チレオイヂン」ヲ血管内ニ注射 シタル正常家兎ノ血淸 ハ喰菌現象促進作用

ヲ有ス ト云ヘリ.最 近(昭 和3年)森 ハ甲状腺 ト喰菌作用 トノ關係ヲ海〓流 血中ノ喰菌現象ヲ

示標ト シテ追究 シ,甲 状腺 ハ喰菌作用 ニ密接ナル關係ヲ有 シ特ニ其 ノ内分泌物ニシテ甲状腺機

能促遙物質ハ喰菌作用ヲ刺戟 シテ旺盛 トナスト云ヘ リ.

以上略述セルガ如ク甲状腺 ト免疫現象 トニ關 スル研究ハ甚ダ多 シト雖モ未ダ其ノ歸着スル所

ヲ知 ラザルガ如 シ.

余ハ茲ニ甲状腺粉末試食 ガ正常家兎及 ビ「ヴイタ ミン」B缺 乏家兎ノ凝集素産生ニ及ボス影

響 ヲ追究 セントシテ次ノ如 キ實驗 ヲ行ヘリ.是 レ「ヴイタミン」ト内分泌 トノ關係ノ一端 ヲ知ル

所以 ト信ジタシバナ リ.以 下序ヲ逐ヒテ 記載スルモノ即チ之ナ リ.

2　 實 驗 材 料

A.　實驗動物.體 重1.3乃 至2.1kgノ 新鮮幼少ナル雄家兎ニシテ,其 ノ正常時血淸 ノ腸窒扶斯菌浮游液

ニ對スル凝集價ガ0.025以下 ナルモノノシヲ用ヒ タリ.

B.　 内分泌製劑.乾 燥甲状腺粉末(「バー クテビス」)

C.　免疫元.東 京帝國大學傳染病研究所製造腸窒扶斯「ワクチン」(昭 和3年9月15日 製造)

凝 集反應檢査用腸窒扶斯菌浮游液.淺 川氏腸窒扶斯診斷液ノ原液ヲ生理的食鹽水ニテ5倍ニ 稀釋シタル

モノ.
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而シテ本實驗ノ全經過中同一標準材料ヲ以テ凝集反應ヲ檢センガ爲メニ 該液ハ豫メ多量ニ製シ置キ實驗

ノ中途ニテ材料ノ涸渇スルコトナカラシメタリ.

3　 實 驗 方 法

各群3頭 ヅジヨリナル5群 ノ家兎ヲ用ヒタリ.

第1群.　 白米藁及ビ水ニ テ37日 飼育シタル後「ワクチ ン」0.3cc1囘 限 リ耳靜脉ニ注射.

第2群.　 白米藁及ビ水ニテ30日飼 育後甲状腺粉末0.03gヅ ツ1週 間試食最終日「ワクチン」0.3cc1囘 限

リ耳靜脉ニ注射.

第3群.　 白米藁及 ビ水ニテ30日 飼育後甲状腺粉末0.06gヅ ツ週 間試食最終日「ワクチン」0.3cc1囘 限

リ耳靜脉ニ注射.

第4群.　 正常家兎ニ「ワクチン」ノミ0.3cc耳 靜脉内ニ1囘 限リ注射.

第5群.　 正常家兎ニ甲 状腺粉末0.06gヅ ツ1週 間試食後「ワクチン」0.3cc1囘 限 リ耳靜脉 内注射.

各群ノ動物ハ3日 目, 5日 目. 7日 目, 10日 目及ビ14日 目ノ5囘ニ 亙 リ採血シテ凝集反應ヲ檢シタリ.

凝集反應檢査方法ハ第1報ニ 詳述 セリ.大 正13年 畑 ハ「ヴイタミン」缺乏疲 ト免疫體産生ニ 關スル實驗的

研究ニ於テ,家 兎ヲ豫メ2週 間白米ヲ主食 トセル「ヴイタミン」B缺 乏食餌ラ以テ飼養セル後抗原注射 ヲ施

シ且此飼養ヲ繼續スルトキハ,最 高凝集價ノ産生及 ビ凝集價 ノ保留状態ハ其ノ何レノ時期ニ於テモ,常 食

ヲ以テ飼育セル對照家兎ノ夫 レニ比シテ一般 ニ低ク且不良ナリト云ヘ リ.

余ハ本實驗ニ於テ30日以 上白米飼育家兎ニ於 テ實験 ヲ開始 シタリ.實 驗開始後モ缺乏食餌ヲ與 ヘタルハ

言ヲ待タズ.

4　 實 驗 結 果

實験方法ノ條下ニ記載セラレタル試驗動物ニ對 シテ「ワクチン」0.3cc耳 靜脉内1囘 限リ注射後,第3, 5,

 7, 10及 ビ14日 目 ノ5囘ニ 亙 リ採血 ンテ所要ノ檢査ヲ遂ゲタル結果ハ第1表 ヨリ第17表 マデニ示サレタ

リ.

第1表　 家 兎(Nr. 10)「 ヴイ タ ミ ン」B缺 乏 家兎 「ワ クチ ン」0.3cc 1囘 限 リ
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第2表　 家 兎(Nr. 15)「 ヴ イ タ ミン」B缺 乏 家 兎 「ワ クチ シ」0.3cc 1囘 限 リ

第3表　 家兎(Nr. 18)同 上

第4表　 家兎(Nr. 16)「ヴ イ タ ミン」B缺 乏 家兎+甲 状 腺 粉 末0.03g 1週 間+「 ワク チ ン」0.3cc1囘 限 リ

第5表　 家兎(Nr. 11)同 上
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第6表　 (家 兎Nr. 14)「 ヴイ タ ミ ン」B缺 乏 家 兎+甲 状 腺 粉 末0.03g1週 間+「 ワ ク チ ン」0.3cc1囘 限 リ

第7表　 (家 兎Nr. 1)「 ヴイ タ ミ ン」B缺 乏 家 兎+甲状 腺 粉 末0.06g1週 間+「 ワ クチ ン」0.3cc1囘 限 リ

第8表　 (家兎Nr. 2)　 同 上

第9表　 (家兎Nr. 6)　 同 上
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第10表　 (家 兎Nr. 47)正 常 家兎+「ワ クチン」0.3cc1囘 限 リ

第11表　 (家兎Nr. 48)同 上

第12表　 (家兎Nr. 46)同 上

第13表　 (家 兎Nr. 13)正 常 家 兎+甲状 腺 粉 末0.06g1週 間+「 ワ クチ ン」0.3cc1囘 限 リ
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第14表　 (家 兎Nr. 7)正 常 家 兎+甲 状 腺 粉 末0.06g1選 間+「 ワ クチ ン」0.3cc1囘 限 リ

第15表　 (家兎Nr. 9)同 上

第16表　 正常及ビ「ヴイダミン」B缺 乏家兎ニ於 ケル凝集價ノ推移

(第1表 ヨリ第15表 迄參照)
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第17表　 正常及ビ「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ於ケル體重 ノ變化

(第1表 ヨリ第15表 迄參照)

5　 所 見 考 察

余ハ本研究第1報ニ 於テ 「ヴイタ ミン」B缺 乏食家兎ニ在 リテハ腸窒扶斯菌ニ對スル免疫凝

集素産生能 力ガ健康家兎ニ比 シテ著明ニ阻害セラルルコト及ビコノ低下セル凝集素産生能力ハ

膵臟「ホルモン」タル「インスリン」ノ注射ニヨリテ顯著ニ 上昇 セシメ得ラルルコトヲ述ベタ リ.

今ヤ余ハ内分泌學的ニ膵臟「ホルモン」ト拮抗的作用ヲ 有 スル ト見做サルル甲状腺「ホルモ ン」

ヲ 「ヴイタ ミン」B缺 乏食家兎ニ與ヘテ,第1報ニ 記載 セラルタル ト同樣 ナル實驗 ヲ遂行シ這

般 ノ關係ヲ追究 シタリ.

以下實驗結果ニ立脚 シテ卑見ヲ述ベ ント欲 ス.

A.　健康家兎ニ對 スル甲状腺粉末試食ノ影響

本研究第5群 ノ動物ハ3頭 共健康ナル家兎ニシテ,何 レモ甲状腺状末ヲ1週 間ニ亙リ毎 日

0.06g全 量0.42g投 與セラレタルモノナリ.今 其 ノ凝集價ヲ檢 スルニ3頭 分平均 ノ値 ノ總和ハ

1031倍ニ シテ(第16表 參照).正 常家兎ニ「ワクチン」ノシノ同量 ヲ注射 セラ レタルモノガ1412

倍ナル 比 シテ遙ニ劣弱ナ リ(37對52).從 ツテ健康家兎ニ比較的大量ノ甲状線物質ヲ投與 ス

ル時ハ其 ノ免疫的凝集素産生能 カハ稍 々著明ニ阻害セラルルモノ ト考ヘラル.而 シテコノ研究

結果ハAscherガ 健康家兎ニ甲状腺物質ヲ投與スル時 ハ該動物 ノ白血球喰菌作用ハ反 ツテ低下

シ來ル ト云ヘル實驗結果ニ 一致シ,「 コレラ」菌ニ對 スル免疫溶菌素産生能力 ガ增強 スト稱 スル

木場ノ成績 トハ相反 スルモノナリ.余 ハ兩者ノ成績 ハ恐ラク何 レモ正鵠ヲ得タルモノ ト信 ジ,
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其 ノ因ツテ來ル所以ハ實驗ニ使用 シタル甲状腺物質ノ分量ノ差違ニ歸スベキモノ ト考 フル次第

ナ リ.

B.　「ヴイタミン」B缺乏家兎ニ對スル甲状腺粉末投與ノ影響

第2群 及 ビ第3群 動物ハ共ニ「ヴイタ ミン」B缺 乏家兎ニシテ,前 者ハ甲状腺紛末0.03g1週

間(全 量0.21g),後 者ハ0.06g1週 間(全 量0.42g)ヲ 投與セ ラレタル後 ニ腸窒扶斯薗「ワクチ

ン」0.3ccノ 注射ヲ受ケタルモノナ リ.之 等 ノ家兎ニ於ケル免疫凝集素産生ノ状態 ヲ第16表 ニ

就 キテ觀察 スルニ,凝 集價6囘 檢査 ノ總 和ハ前者 ハ2399ニ シテ,後 者 ハ2729ナ リ.

飜 ツテ 「ヴイ タ ミ ン」B缺 乏食家兎 ニ シテ甲状腺物質 ノ投 與 ヲ受 ケズ「ワクチ ン」ノ ミ注射 セ

ラ レタルモ ノヲ檢 スルニ凝集價6囘 檢査 ノ總和 ハ571ナ リ.即 チ之等2者 ノ比 ヲ求 ムルト キ ハ

次 ノ如 キ結果ト ナル.

「ヴ イタ ミ ン」缺乏家兎+「 ワクチ ン」0.3cc… …571(19%)

「ヴ イタ ミン」缺 乏家兎+「 ワク チン」0.3cc+甲 粉 末(0.21g… …2399(88%)

「ヴ イタ ミン」缺乏家兎+「 ワク チン」0.3cc+甲 粉 末0.42g… …2729(100%)

以 上 ノ實驗結 果 ハ其 ノ差甚 ダ著 明 ニシテ何 人 モ疑 ヲ挿 ムノ餘 地ナ シ.又 甲状腺粉末0.21g投

與 ノ場 合 ヨリモ,同0.42gヲ 投 與 セラ レタル モノニ於 テ凝集價 ノ大 ナ リシ點 ヨリ考 察 シテ,余

ノ實驗 ニ於 テハ用ヒ ラ レタル甲状腺粉末 ノ分量過 大ナラザ リシモノ ト理解 セラル.

如 何 トナ レバ若 シ投與甲状腺物質 ノ分量 ガ動物 ノ體 重乃至 ハ抵抗 ニ對 シ過 大ナ リシナラ ンニ

ハ動物 ハ藥物 ノ爲 メニ中毒 セラ レテ0.42gノ 場 合 ヨリモ0.21gヲ 與 ヘ シモノ ノ方 ガ ヨリ大 ナ

ル凝集價 ヲ示 サザルベ カラザルノ理 ナ レバ ナ リ.

又 這般 ノ事情 ハ第17表 ニ表サ レタル動物體重 ノ推移 ヨリ觀察 スル モ容易 ニ推知 シ得 ベ シ.

即 チ健 康動物 ノ體重 ハ甲状腺粉末0.42g投 與 ニヨ リテ平均13%ノ 減 少 ヲ示 シ,「ヴ イタ ミン」B

缺 乏家 兎 ニ於 テハ0.21gノ 投 與 ヲ受 ケタルモノ33%,同0.42gノ 投 與 ヲ受 ケタルモノ28%ノ

體重減少ヲ來 シタ リ.詳 言スレバ本實驗 ニ使用 セラレタル甲状腺粉末ハ正常動物ニテ僅 ニ體重

ノ減少 ヲ招來 シ,「 ヴ イタ ミン」B缺 乏 ノモ ノニア リテハ甲状腺粉末 ノ分量 ノ大 ナル モノノ方 ガ

體重 ノ減少僅小ナリシナ リ.コ レ決 シテ甲状腺粉末投與分量 ガ動物 ヲ中毒 セシメ延 イテハ凝集

素産生 ト云 フ反應 ノ判定 ヲ誤 謬 ナラ シムル程 ノ過大 ナル モノニアラザ リシコ トヲ立證 シテ餘 リ

アル所ナリ.故 ニ余ハ甲状腺粉末ヲ 「ヴイタミン」B缺 乏家兎 ニ投與試食 セシムル時ハ當該動

物 ノ減弱 セル免疫凝集素産生能力ヲ著明ニ上昇セシムルモノト論斷 シテ憚 ラザルナ リ.

C.　甲状腺物質(「チレオイデウム」)一定量 ノ投與 ハ「ヴイタミ ン」B缺 乏家兎 ノ免疫凝集素

産生能力ヲ增強セシム

前項記載ノ如ク甲状腺粉末ノ一定量ヲ健康家兎ニ試食 セシムル時ハ,腸 窒扶斯菌 ニ對 スル免

疫凝集素産生ヲ阻害 シ低下 セシムルニ反 シ,「ヴイタ ミン」B缺乏 家兎ニ在 リテハ甚 ダミク凝集

素 ノ産生ヲ增強セシメタ リ.而 シテ其ノ程度ハ甚ダ顯著ニシテ一見奇異ノ感ヲ起サ シムル程 ナ
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リ.即 チ對照動物 タル健康 家兎 ニ「ワクチ ン」ヲ注射 セラレタル モノ ノ凝集價百分率 ハ僅 ニ52%

ニ シテ,又 「ヴ イタ ミン」B缺 乏家兎 ニ甲状腺 ヲ試食 セシメズ唯「ワクチ ン」ノミヲ注射 シタル モ

ノニ在 リテハ更 ニ凝集價低位 ニシテ實 ニ19%ナ リ.之 ヲ甲状腺粉末0.42gヲ 投 與 セ ラレタル モ

ノ(100%)ト 對 比 スル ニ,前 者 ハ其 ノ約1/2,後 者 ハ約1/5ニ 達 スル ノ ミナ リ.

今余 ノ實驗動物 ノ個々ニ就キテ凝集素産生ノ推移ヲ精檢スルニ,「ヴイタ ミン」B缺 乏家兎ニ

シテ甲状腺粉末 ノ投與 ヲ受ケシ動物ハ凝集素産生ノ状態 ハ何 レモ殆 ド同樣ナル經過 ヲ取リ,特

ニ動物ノ個性的差異ヲ示 スガ如キ跳躍的凝集素産生ヲ示サ ズ,之 等6頭 ノ家兎ハ何レモ 平均 シ

テ他群 ノ動 物 ヨ リモ高度 ニ凝集素 ヲ産生 シタ リ.

從ツテ特 ニ動物ノ個性ニ差別アリシ結果,甲 状腺物質投與「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ於テ凝

集素價ガ高クナ リタ リトノ異論ハ此際成立 セザルモノ トス.

由來 「ヴイタミン」B缺 乏症ナル部分的營養障碍ニ於テ抗體産生能力ノ低下スルハ明カナル

所ナリ.然 ラバ余 ノ實驗ニ於テ使用セラレタル甲状腺粉末ノ分量ハ 「ヴイタミン」B缺 乏家兎

ヲコノ營養障碍 ヨリ救 ヒ得タルガ爲 ニ前述 ノ如キ結果 ヲ招來 シタ リト理解スベキカ.

甲状 腺粉末 ガ動物 ノ全身的抵抗 ヲ增強 セシメタ リヤ否 ヤヲ臨牀的 ニ判別 スル ハ頗 ル至難 ノ業

ナ リ.故 ニ余 ハ最 モ簡單 ニ其 ノ片鱗 ヲ窺 フニ足 ル ト思惟 セラルル動物體重 ノ推 移 ニ就 キテ觀察

センニ,「 ヅ イタ ミン」B缺 乏家 兎ニ シテ 「ワクチ ン」ノ ミヲ注射 セラ レシモノハ平均37%ノ 體

重減少 ヲ來 シタル ニ反 シ,同 樣 ナル家兎 ニシテ甲状腺粉末0.21g投 與 ノモノハ33%,同0.42g

投 與 ノモ ノハ28%ノ 體 重 ノ減少 ヲ示 シタ リ.

由之觀是,等 シク「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ在リテハ甲状腺粉末ヲ投與 セラレシモノノ方ガ

體重減少ノ程度僅微 ニシテ,又 同ジク甲状腺粉末投與ヲ受ケシ「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ於テ

ハ甲状腺粉末分量ノ大ナリシモノ程體重減少ノ度弱シ.斯クノ如キ事實ヲ把握スル時ハ吾人ハ

甲状腺粉末ハ 「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ對 シテ幾分ニテモ臨牀上好影響ヲ與アルモノト理解

セザルベカラザルナ リ.更ニ一 歩ヲ進 メテ健康家兎ニ之ヲ試食セシメタル第5群 ノ動物 ニ於テ

ハ體重ガ實驗前(100%)ニ 比 シ13%ノ 減少ヲ示 シタルノ事實,換 言ス レバ正常ナル動物ニ對 シ

テハ同量ノ甲状腺粉末試食 ガ却 ツテ動物ヲ侵害 シ其ノ體重ヲ減少 セシムルガ如キ結果 ヲ見ルニ

至ツテハ,甲 状腺粉末ハ 「ヴイタミ ン」B缺 乏家兎ニハ特殊的ニ作用 シ好影響 ヲ與 フルモノニ

アラザルカヲ思ハ シムルナリ.況 ンヤ其ノ産生凝集素ガ正常ノ場合ニ比 シテ2倍 乃至3倍 ニモ

達スルー事實ヲ認ムルニ於テオヤ.

然ラバ吾人ハコノ 「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ對 シテ免疫凝集素ノ産生ヲ著 シク促進セシム

ル甲状腺 ノ作用 ヲ只單ニ之ガ家兎ノ一般状態 ニ好影響 ヲ及ボシ其ノ抵抗ヲ增進セシムル結果ノ

ミト斷定 シ得ベキヤ.コ レ極 メテ早計ニシテ第17表 ニ示サレタル余 ノ實驗ニ於ケル第1群 ト

第3群 トノ體重減少率 ノ差9%ヲ 以テ第16表 ノ凝集素産生能力ノ差80%ヲ 説明スルコトハ到

底不可能ナリ.
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抑々膵臟 ト甲状腺 トハ内分泌學的ニハ互ニ拮抗的ニ作用 スルモノナ リ.從 ツテ兩者 ノ 「ホル

モン」ヲ代表スル「インスリン」ト「チレオイジン」トハ相互ニ拮抗作用 ヲ呈スベキ理ナリ.余

ノ本研究第1報 ノ實驗結果ニ ヨレバ,「インスリン」ノ注射ハ「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ於ケル

低下セル免疫凝集素産生能力ヲ增強 セシメタリ.然 ルニ内分泌學的ニハ「インスリント」拮抗作

用ヲ有 スル甲状腺粉末ヲ以テシタル今次 ノ實驗モ亦相似 タル結果ニ 到達 シ而モ其ノ結果 ハ何等.

瞹眛ナル點 ナク一 目歴然 タリ.コ レ一見甚ダ奇異ノ感 ヲ抱カ シムル所ニシテ輕卒ニ決定的斷案

ヲ下 シ難 キ所ナルモ,余 ハ甲状腺物質 ガ「ヴイタミ ン」B缺 乏動物ニ於デ低下 セルを凝集素産生能

力 ヲ甚ダ顯著ニ增大 セシムル理由ニ 就キテハ,甲 状腺粉末ガ「ヴイタミ ン」B缺 乏家兎對 シテ

該動物ノ減弱セル抵抗 ヲ增進 セシムル ト共ニ,他 面未ダ知 ラレザル因子ノ加ハ リテ上述 ノ結果

ヲ招來 スルモノト推定 スル次第ナ リ.只 甲状腺物質投與ノ「ヴイタ ミン」B缺 乏家兎ガ健康動

物 ヨリモ遙ニ大 ナル免疫凝集素ヲ産生セシメタルノ點ニ至 リテハ,注 射 セラレタル「ワクチ ン」

0.3ccガ 健康家兎ニ對 シテハ毒力弱 キニ失 シタルニ反 シ,「 ヴイタミ ン」B缺 乏 家兎ニ對 シタハ

好適刺戟 トナリシ結果ニハアラズヤ ト思惟 スルモノナリ.

兎ニモ角ニモ 甲状腺粉 末ガ 「ヴイタミ ン」B缺 乏家兎ニ對 シテ殊ニ其 ノ免疫凝集素産生ニ對

シテ好影響ヲ及ボスモルナル コトハ前述 ノ如 キ余 ノ實驗結果ヨリ推定 シテ誤 マリナキモノナラ

ン.

6　 結 論

1.　「ヴイタミン」B缺 乏家兎有ニ於テハ,腸 窒扶斯菌ニ對スル免疫凝集素産生能力ハ顯著ニ阻

害 セラル.而 シテ

2.　此減弱セル凝集素産生能力ハ甲状腺粉末一定量ノ投與 ニヨリテ極 メテ高度ニ增 強セシメ

ラ レタリ.

3.　此際甲状腺粉末分量一定度以内迄ハ其 ノ分量ノ大ナルモノ程凝集素産生ノ程度高ク,其

ノ體重 ノ減少ノ度僅微ナリキ.

4.　然ルニ健康家兎ニ甲状腺粉末ヲ投與スル トキハ凝集素産生ハ却 ツテ著 シク弱度 トナ リタ

リ.

5.　故ニ甲状腺粉末ハ 「ヴイタミ ン」B缺 乏動物ニ於 テ減弱 セル免疫凝集素産生能力ニ特異

的 ニ作用 シテ增強セシムルモノト考 ヘラル.

6.　以 上ノ事實 ヨリ甲状腺粉末試食ハ 「ヴイタミン」B缺 乏家兎ニ對 シテ好影響 ヲ及ボスモ

ノナリ.

終 リニ臨 ミ津田敎授ノ校閲ヲ深謝ス.(4. 5. 18. 受稿)
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Die Ergebnisse sind in Tabellen 1. und 2. zusammengestellt:

Tabelle 1.

Tabelle 2.

Befund:

1) Die Agglutininbildung bei Avitaminosen-Tieren ohne Thyreoidinfutterung war in 

allen Hinsichten eine bei weitem kleinere als bei anderen Versuchstieren.

2) Die Futterung des Thyreoidins erzeugte Agglutinin in einer grosseren Masse bei 

Avitaminontieren, wahrend

3) im Gegenteil war der Agglutinintiter bei normalen, gesunden Kaninchen mit 

Thyreoidin-Futterung viel kleinere als bei normalen Kontroll-Tieren.

Somit scheint der wichtige Zusammenhang zwischen Vitamin und Hormon, speziell 

Vitamin-B und Thyreoidin, nachgewiesen zu sein, dass Thyreoidin, die Hormon der Schild

druse, immunbiologisch eine eigentumliche Fahigkeit hat. (Autoieferat).
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